
国 分 南 小 の き ま り   児童用 

《登校
とうこう

・下校
げ こ う

》 

 ・ 決められた
き

通学
つうがく

路
ろ

を，登
とう

下校
げこう

しましょう。 

 ・ 交通
こうつう

のきまりを守り
まも

，安全
あんぜん

に気
き

をつけましょう。 

（右側
みぎがわ

を歩く
ある

。飛
と

び出
だ

さない。広
ひろ

がらない。） 

  ・ できるだけ，近
ちか

くの友
とも

だちと登
とう

下
げ

校
こう

しましょう 

 ・ 自
じ

分
ぶん

から進
すす

んで元
げん

気
き

よくあいさつしましょう。 

 ・ 学校
がっこう

には，７時
じ

３０分
ぷん

～８時
じ

までに着
つ

くようにしましょう。 

 ・  帰
かえ

りの会
かい

が終
お

わったら，用事
ようじ

のない人
ひと

は下校
げこう

時刻
じこく

を守って
まも

帰
かえ

りましょう。特別
とくべつ

な用事
よ う じ

のある人
ひと

は，

担任
たんにん

の先生
せんせい

に届
とど

けましょう。 

《学習
がくしゅう

》 

  ・ チャイムがなったらすぐに席
せき

につき，授業
じゅぎょう

が始
はじ

まるのを待
ま

ちましょう。 

 ・ みんなに聞
き

こえる声
こえ

で発
はっ

表
ぴょう

しましょう。また先
せん

生
せい

や友
とも

達
だち

の発
はっ

表
ぴょう

をよく聞
き

きましょう。 

 ・ 学
がく

習
しゅう

には鉛
えん

筆
ぴつ

を使
つか

い，正
ただ

しい姿
し

勢
せい

で読
よ

み書
か

きをしましょう。（シャープペンシルは使
つか

いません） 

  ・ 筆
ふで

箱
ばこ

の中
なか

は使
つか

いやすいようにいつも整
せい

理
り

しておきましょう。 

       筆
ふで

箱
ばこ

の中
なか

・・鉛
えん

筆
ぴつ

５本
ほん

くらい（Ｂ，２Ｂ） 

                   赤
あか

・青色
あおいろ

鉛筆
えんぴつ

（ペン）（学年
がくねん

で決まった
き

必要なペン以外
いがい

は持
も

ってこない。）                    

   ※授業中
じゅぎょうちゅう

、ペンを分解
ぶんかい

したり手
て

遊
あそ

びの道具
ど う ぐ

になったりすると使用
し よ う

が出来
で き

なくなります。 

けしごむ（消しやすい
け

物
もの

）     

                  書
か

き方
かた

ペン・名
な

前
まえ

ペン・定
じょう

規
ぎ

 

  ・ のりやはさみ，クレパス，色
いろ

鉛筆
えんぴつ

，コンパス，定規
じょうぎ

セットなどは使いやすい
つか

ように整理
せいり

しておき

ましょう。 

  ・ 下じき
した

は，無地
むじ

のものを使いましょう
つか

。 

《
＜

休
やす

み時
じかん

間》
＞

・・１０分間
ふんかん

の休み
やす

時間
じかん

は準備
じゅんび

の時間
じかん

       です。 

 ・ 休み
やす

時間
じかん

のうちに必ず
かなら

次
つぎ

の学習
がくしゅう

の準備
じゅんび

をして，トイレをすませておきましょう。 

 ・ 遊
あそ

びのきまりを守
まも

って，安
あん

全
ぜん

に仲
なか

良
よ

く遊
あそ

びましょう。 

 ・ 天気
て ん き

のよい日
ひ

は，できるだけ外
そと

に出
で

て元
げんき

気よく遊
あそ

びましょう。 

 ・ 雨
あめ

の日
ひ

は，遊
あそ

びを工夫
く ふ う

したり読書
どくしょ

をしたりするなど静
しず

かに過
す

ごしましょう。 

           ・ ろうかや階
かい

段
だん

でのボール遊
あそ

び，体
たい

育
いく

館
かん

の裏
うら

や駐
ちゅう

車
しゃ

場
じょう

での遊
あそ

びはしません。 

           ・ 時
じ

間
かん

になったら後
あと

片
かた

付
づ

けをしっかりして，教
きょう

室
しつ

へもどりましょう。 

 

 



《服装
ふくそう

》 

 ・ 登
とう

下
げ

校
こう

は，決
き

められた服
ふく

（標準服）を着
き

て，帽
ぼう

子
し

をかぶりましょう。帽
ぼう

子
し

には，安
あん

全
ぜん

のためゴム

をつけましょう。 

・ 標準服を着る場合は、シャツは中に入れます。 

 ・ 校内
こうない

では，見
み

える位
い

置
ち

に必
かなら

ずネームをつけましょう。 

  ・ 夏
なつ

や運
うん

動
どう

会
かい

練
れん

習
しゅう

時
じ

期
き

は，着
き

替
が

えとしてＴ
てぃ

シャツ（白
しろ

）を着
き

てもかまいません。また，着
き

替
が

えの下
した

着
ぎ

を準
じゅん

備
び

するなど，衛
えい

生
せい

面
めん

に気
き

をつけましょう。 

  ・ 靴下
くつした

は，白
しろ

・黒
くろ

・紺
こん

のものをはきましょう。 

 ・ 靴
くつ

は運動
うんどう

に適
てき

したものをはきます。また上
うわ

履
ば

きと下
した

履
ば

きの区
く

別
べつ

をきちんとつけましょう。 

  ・ 髪
かみ

は，活
かつ

動
どう

に合
あ

わせて結
むす

びましょう。その際
さい

，ゴムやピンなどでしっかり留
と

めましょう。 

 ・ 気温
き お ん

や体
たい

調
ちょう

に合
あ

わせて，ジャージやズボンで寒
さむ

さを調
ちょう

整
せい

しましょう。また，手
て

ぶくろやネック

ウォーマーは，校内ではとりまとります。 

《言葉
こ と ば

づかい》 

 ・ ていねいな言
こと

葉
ば

づかいをして，友
とも

だちと仲
なか

良
よ

くしましょう。 

  ・ 友
とも

だちを呼
よ

ぶときは，『さん』をつけます。 

 ・ 友
とも

だち，先
せん

生
せい

，来
らい

客
きゃく

など話
はな

す相
あい

手
て

や時
とき

と場
ば

に応
おう

じて，それぞれに適
てき

した言
こと

葉
ば

づかいができるよう

にしましょう。 

《家庭
か て い

学習
がくしゅう

》 

 ・ 決
き

められた家
か

庭
てい

学
がく

習
しゅう

は，必
かなら

ずしましょう。また音
おん

読
どく

や読
どく

書
しょ

にはげみましょう。（家庭
か て い

学習
がくしゅう

の手引
て び

きを参考
さんこう

にしましょう） 

 ・ 家庭
か て い

学習
がくしゅう

がすんだら，必
かなら

ず次
つぎ

の日
ひ

の準備
じゅんび

をして，忘
わす

れ物
もの

がないように確
たし

かめましょう。 

《その他
た

》 

・ 学
がっ

校
こう

からのお知
し

らせプリント類
るい

は，その日
ひ

のうちに家
か

族
ぞく

に必
かなら

ず渡
わた

します。 

・ 学
がっ

校
こう

に，危
き

険
けん

な物
もの

・必
ひつ

要
よう

でない道
どう

具
ぐ

（キーホルダー，缶
かん

バッジ，シール，カー

ド，携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

，装飾品
そうしょくひん

（ネックレスやミサンガ等
など

）余
よ

分
ぶん

なお金
かね

・お菓
か

子
し

などは，

持
も

ってきません。 

 ・ 自転車
じてんしゃ

は，決
き

められた範囲内
はんいない

をヘルメットを着用
ちゃくよう

して，安全
あんぜん

に気
き

をつけて乗
の

りましょう。 

   （１・２年生―家
いえ

のまわり ３・４年生―地
ち

域内
いきない

 ５・６年生―校
こう

区内
く な い

） 

 ・ 特
とく

別
べつ

な用
よう

事
じ

のない場
ば

合
あい

は，歩
ある

いて登
とう

下
げ

校
こう

し，車
くるま

の送
おく

り迎
むか

えは，安全
あんぜん

な場所
ば し ょ

で行います。 

 ・ 自
じ

分
ぶん

の持
も

ち物
もの

には必
かなら

ず名
な

前
まえ

を書
か

き，物
もの

を大
たい

切
せつ

にしましょう。 

 

 



国 分 南 小 の き ま り   保護者用 

☆ 子供たちが楽しく安全に生活できるように，よろしくお願いいたします。 

１ 登校・下校 

 ⑴ 決められた通学路を，登下校させましょう。 

 ⑵ 交通のきまりを守り，安全に気を付けさせましょう。 

 ⑶ 自分から進んで元気よくあいさつできるようにさせましょう。 

  ⑷ できるだけ複数で登下校できるよう声掛けをしてください。（不審者対策） 

 ⑸ ７時 30分から８時ごろまでには，学校へ着くように送り出してください。 

 ⑹ 帰りの会が終わったら，用事のない人は下校時刻を守って帰るようにします。特別な用事のある

場合は，連絡帳などで担任の先生に届けてください。 

２ 学習 

  ⑴ 筆箱の中は使いやすいようにいつも整理しておき，学習にスムーズに取り組めるように準備させ

ましょう。※ 定期的に家庭で確認をしてください。 

ア 筆箱の中……鉛筆５本くらい（Ｂ，２Ｂ） 

赤・青色鉛筆（ペン）※ 必要に応じて決まったペン以外は持ってこない。 

けしごむ（消しやすい物） 書き方ペン・名前ペン 定規 

     イ 下じき………無地の物 

３ 服装 

 ⑴ 登下校は，決められた服（標準服）を着て，帽子をかぶらせましょう。帽子は，安全のためゴム

をつけてください。シャツやブラウスの代わりに，ポロシャツを着用してもかまいません。 

  ⑵ 校内では見える位置に，必ずネームを付けるようにしましょう。 

    ア １年生…………１組（桃），２組（黄），３組（青）    

イ ２年生以上……白  

 ⑶ 夏や運動会練習時期は，着替えとしてやＴシャツ（白）を着てもかまいません。また，着替えの

下着を準備するなど，衛生面に気を付けさせましょう。 

 ⑷ 冬期の体育時は，標準服上着を着たままで活動はできません。寒い日はトレーナー（フードなし）

やウィンドブレーカー，長ズボンなど運動に適したものを着用してもかまいません。（体育服は「半

袖」「長袖」「半袖の上にトレーナー」のいずれかになります。上下のアンダーウェアは活動中，

発汗時の脱着が難しいので着用できません） 長袖体操服が必要な場合は，ユニハウスやスクール

ショップ コズマで各自購入することになります。 

 ⑸ 標準服着用時はシャツは入れます。男子は，シャツが出ないように，ベルト着用をお勧めします。 

 ⑹ 靴下は，白・黒・紺のものをはかせましょう。 

 



⑺ 靴は，色については何色でも構いませんが，運動に適した活動に支障のないものとします。 

  

 

 

⑻ 体調や気温に合わせて，ジャージやズボン等で寒さを調整しましょう。また，マフラーや手ぶく

ろは，登下校時だけ着用させましょう。※ 男子は長ズボンの下に標準服を履いてもいいです。（担

任の許可は不要） 

  ⑼ 髪は，活動に合わせて結ばせましょう。その際，髪を結ぶゴムやピンは，学校は学習する場であ

ることを考慮し，子供たちの安全に配慮した物を使用させましょう。 

 ⑽ 冬季の携帯用使い捨てカイロは，寒いときや体調が悪い場合は使用してもよいですが，活動中に

手遊びの道具になったり，落とし物やゴミになったりしないようにします。また，使用に際しての

低温火傷等のトラブルについては保護者責任とします。 

４ 家庭学習 

 ⑴ 決められた家庭学習は，必ずさせましょう。また音読や読書など，家庭学習の手引きを参考にし

て計画を立てましょう。 

 ⑵ 家庭学習が済んだら，必ず次の日の準備をして，確かめさせましょう。（親子で確認） 

５ その他 

⑵  学校からのお知らせ・プリント類について必ず確認して，目を通しましょう。 

         ⑵ 学校の活動に必要でない道具・危険なもの（キーホルダー，缶バッジ，シール，

カード，携帯電話等，装飾品（ネックレスやミサンガ等））※ 特にプール等に

おける循環器等の故障の原因になります。 

⑶ 活動中に眼鏡が落ちたりして破損する場合があるので，ベルト等の着用をお勧

めします。また，学校生活の中で人とぶつかったり，運動中にボール等がぶつか

ったりするなどして破損した場合は原則，自己負担となります。 

⑷ 自転車は，決められた範囲内を，安全に気を付けて乗せましょう。ヘルメット着用は保

護者の努力義務です。（１・２年生―家のまわり ３・４年生―地域内 ５・６年生―

校区内） 

 ⑸ 特別な用事のない場合は，歩いて登下校させてください。病気やケガの場合など，どうしても車

の送迎が必要な場合は，校庭南側駐車場（プール側）で乗り降りをしてください。飼育小屋や校舎

近く及び道路上，職員駐車場での乗り降りは止めてください。 

 ⑹ 持ち物には必ず名前を書き，物を大切にする習慣を付けさせましょう。 

 ⑺ 遅刻・欠席する場合はメール（学びポケット）で学校へ連絡してください。メールでの連絡が難

しい時は欠席届でお願いします。メールや欠席届でも難しい場合は，電話でも構いません。 

 ⑻ ゲームや SNS等でのトラブルは保護者責任の下，各家庭で対応してください。 

⑼ 帰宅時刻については，4月～8月は 18時まで，9月～3月までは 17時です。（市 P連より） 

 

・ 記名は必ずしてください。※ 記名のないものは認めません。 

・ アクセサリー類が付かないものとします。（自他の安全上）  

・ 脱着のしやすいもので脱着に時間を要しないもの（ハイカット・ブーツ・厚底等は不可）

また，スパイク等は他への安全面や運動場整備の観点から不可とします。 


